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いたみし たからづかし いながわちょう あいだ さいがいじ

　伊丹市、宝塚市、猪名川町との間で「災害時における
すいどう じぎょう そうご おうえん かん きょうてい ていけつ しょ

水道事業の相互応援に関する協定」を締結し、５カ所の
そうご ゆうずうかん せいび おおさかふ いけだし

相互融通管を整備しています。また、大阪府池田市と、
きゅうすいくいき ない はっせい じこ かっすい さいがいとう

いずれかの給水区域内で発生した事故、渇水、災害等に
だんすいとう しょう ばあい さいがいじ そうご れんらくかん しよう

よる断水等が生じた場合に、災害時相互連絡管を使用し
すいどうすい きょうきゅう おこな さいがいじ そうご れんらくかん かん

水道水の供給を行うこととした「災害時相互連絡管の管
り うんよう かん きょうていしょ ていけつ

理運用に関する協定書」を締結しています。

くしろ じょうすいじょう すいどうすい げんりょう かわにしし

　久代浄水場の水道水を原料にした「川西市のもしもに
そな やさ みず まいとしやく まんぼん

㎖備えた優しい水」（500 ペットボトル）を毎年約1万本
せいぞう さいがいじ ひなんしょ しない かく こうみんかん ひなん しゅうよう

製造し、災害時に避難所となる市内各公民館の避難収容
にんずう  り ぼん ぶん はいふ

人数（１人3本）分を配布しています。

じしん さいがい はっせい きゅうえん たいせい ととの か かん

　地震などの災害発生から救援体制が整うまでに、およそ3日間を
よう かくかてい びちく いんりょう

要するといわれています。それまでは、各家庭で備蓄している飲料
すい しょくりょう ひつよう

水や食料が必要となります。
ひと い さいてい り にち みず ひつよう

　人が生きていくためには、最低1人1日あたり3Lの水が必要で
ひじょう じたい いんりょうすい たくわ こころが

す。非常事態のために飲料水を貯えておくように心掛けましょう。

すいどうすい ほぞん ばあい せいけつ ようき くちもと みず

　水道水を保存する場合は、フタのできる清潔な容器の口元いっぱい水
み し

を満たし、フタをしっかり閉めてください。
ひ あ すず かかん ていど れいぞうこ なか しゅ

　日の当たらない涼しいところでは、3日間程度、冷蔵庫の中では1週
うかん めやす みず い か

間を目安に水を入れ替えてください。

さいがい  びちく すい かわにしし そな

災害備蓄水の（川西市のもしもに備え
やさ みず つく

た優しい水」を作っています

きんりん し ちょう さいがいじ おうえん きょうてい むす

近隣市町と災害時の応援協定を結

んでいます

  かてい  いんりょうすい   かくほ

ご家庭でも飲料水の確保を

 いんりょうすい   ほぞん  ほうほう

飲料水の保存方法


